申し入れ

日米両政府間で米軍厚木基地とＮＬＰを岩国基地に移転することが検討されていることが明らかになりました。

七月十五・十六日アメリカで開催された、日米両政府の外務・防衛審議官協議で米側から日本政府に対して提案があったと報道されています。これはアメリカが世界的規模で進めている米軍の変革・再編（トランスフォーメーション）のなかで、さまざまな計画のひとつとして明らかになったものです。

　そもそもこの計画は日本国民にとって容認できない重大な問題が提起されています。それは太平洋地域では、空母キティホークに続いて二隻目の空母を太平洋に配備することを柱にして、①　米海軍厚木基地の空母艦載機部隊とＮＬＰの岩国移転のほか　②　グアムにある米第十三空軍司令部を東京の横田基地に統合。　③　米本国にある米陸軍第一軍団司令部をキャンプ座間へ移転させ、在日米軍司令部も横田基地からキャンプ座間へ移す。④　沖縄の海兵隊部隊を日本本土へ分散移駐させる。⑤　航空自衛隊の航空隊司令部を横田基地へ移転させる等というものです。

　これはアメリカが日本を戦争の後方兵站基地とすることにとどまらず、アジア太平洋に出撃し、指揮する拠点にしようとするものです。さらに、日米ガイドライン（防衛協力の指針）と日本の有事法制の完成とあいまって、日米軍事一体の体制の確立を図ろうとするもので、これは北朝鮮、中国をにらんで東アジアに新しい緊張をつくり出すものです。　

このような米軍による先制攻撃の中核拠点として日本の国土が利用されることに絶対に反対です。さらに私たちの郷土岩国がその片棒を担がされることに強い危機感を持つものです。

　今回の米軍厚木基地とＮＬＰの岩国移転計画は、単に基地と訓練の移転にとどまらない重大な問題をはらんでいることです。それは、基本的に硫黄島で行われていたＮＬＰを行わないで、これを岩国基地で行おうとするものでなおさら絶対に認められないものです。

　厚木基地が岩国移転となれば、航空機の機数は百数十機となり巨大基地となります。現在岩国基地で米軍などによる爆音測定回数は年平均二万数千回です、厚木基地の爆音測定回数は、岩国より一万回多い年平均三万数千回といわれています。合計すると六万回に及びます。一日あたり二百回にものぼりとても受忍の限度を超えるなどという生やさしいものではありません。

これは基地周辺住民の生活を根本から破壊するものとなるでしょう。さらに騒音だけでなく事故の危険性も格段に増大します。どんな角度から見ても容認できません。

よって次のように求めます。

1、 岩国市長は直ちに上京し防衛庁を始め日米関係機関に対して、米軍厚木基地とＮＬＰの岩国移転に反対するよう申し入れること。

2、 こういう事態を招いている米軍基地の拡張工事（滑走路新設）と愛宕山開発を直ちに中止すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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